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 こ れ こ れ 新 聞 
CHC 最新活動ニュース 【緊急告知】各地で暮らしや生き方に関するイベント開催！ 

 
ワ ー ル ド カ フ ェ ＠ 蒲 田   

これこれ調査隊がいく 

～居住者インタビュー 
 

今月のトピック 

発行 NPO コレクティブハウジング社（CHC）   

〒171-0031 東京都豊島区目白 3-4-5 アビタメジロ 302 

TEL: 03-5906-5340 / FAX: 03-5906-5341 

E-mail: info@chc.or.jp 

コレクティブなつながりを創造する 2016 年 11 月 18 日 第 15 号

d/mm/yy 

これこれ新聞 

定価 200 円 

テーマ：松原惇子さんの新刊『老後ひとりぼっち』

を読みながら考える 

家族を超えて縁を育み愉しく豊かに生きる

方法 

日 程：１１月２３日（水祝）１４：００～

１６：３０ 

場 所：キネマフューチャーセンター 

        ℡.０３－３５７３－５６９２ 

  大田区東蒲田２－２０－２（JR 蒲田駅徒歩

１５分、京急蒲田駅徒歩５分） 

内 容：この本から考える 

暮らし方と住まい 

参加費：１，０００円 

定 員：１６名 

今月は、都内各地でイベント満載。開催直前の掲載となってしまいましたが、まだ申込を受け付けていま

す。ぜひご参加ください。 

さて、今回ご紹介するイベントは、少子高齢化、介護、相続など今の社会問題どれにも関連した内容のも

のばかり。そんな老後の課題に実際に直面する前に、ちょっとだけそのことについてみんなで一緒に考え

てみませんか？ 

居住者の日常の暮らしの様子

を、インタビュー方式でお伝え

する第３回です。 

②11 月 27 日（日）10:00～ 

ワークショップ＠杉並 

①11 月 23 日（水祝）14:00～ 

ワールドカフェ＠蒲田 

 

【緊急告知】イベント開催

決定 

 フォーラム参加が決定！ 

お知らせ 

近日開催の各講座、オリエンテ

ーションのスケジュール、コレ

クティブハウスの情報満載！  

プログラム 

・オープニング（自己紹介

と読書感想） 

・ストーリーテリング「新

しい暮らし方と住まいの

かたち」 

・ワールドカフェによる参

加者同士の会話 

 

ワールドカフェ 

・ファシリテーター 

中村 文彦（NPO 法人コレク

ティブハウジング社コー

ディネーター養成講座修

了。中小企業診断士、東

京都商工会連合会 登録

エキスパート） 

日本の高齢化社会の特徴は、「６５歳以上の一

人暮らし世帯」が多くなること。今現在パート

ナーがいても、誰でも近い将来”おひとりさま”

は当たり前になりそうです。 

最近刊行された松原惇子さんの新書『老後ひと

りぼっち』にもそんな先輩たちがいろいろ登場

します。 

今回のワールドカフェ＠蒲田は、この本を読ん

だ人たちが話題を共有しながら、大いに語り合

う場。 

もしかしたら、誰にでも自分にも関係のある未

来、としてとらえ、ポジティブな暮らしの処方

箋を考えてみませんか？ 

空室情報  

コレクティブハウスのあれこれをシェアする“「居住希望者・居住者・元居

住者」”の交流の場です。 他のハウスではどんなことが話されているの？ 

居住希望者の会？ 気になった方は「暮らす会」参加して、コレクティブハ

ウスのあれこれをシェアしましょう。「暮らす会」は月 1回の定例会や、メ

ーリングリストで情報交換をしています。まずは、お住まいの各ハウス、居

住希望者の会のメーリングリストで「暮らす会参加希望」と表明してくださ

い。後ほど担当からご案内メールが届きます。 

 
スケジュール  

● コレクティブハウジング 
入門  

 

コレクティブハウジングのことを 

お知りになりたい方 

11 月 21 日(月) 13:30～15:00 

11 月 29 日(火) 19:00～20:30 

12 月 3 日(土) 10:00～11:30 

12 月 8 日(木) 19:00～20:30 

12 月 20 日(火) 19:00～20:30 

参加費： 3,000 円 

会場： 目白 CHC オフィス 

● 住みたい方 
オリエンテーション 

 

コレクティブハウスに住みたい 

暮らしづくりに興味のある方 

 

11 月 24 日(木) 19:00～21:00 

12 月 4 日(日) 14:00～16:00 

12 月 9 日(金) 19:00～21:00 

12 月 22 日(木) 19:00～21:00 

参加費： 2,000 円 

会場： 目白 CHC オフィス 

●コレクティブハウス  
見学会 

 

実際のハウスを見てみたい方 

 

コレクティブハウス大泉学園 

11 月 26 日(土) 13:30～15:00 

大泉学園以外のハウス見学希望の

方はお問い合わせください。 

 

参加費： 2,000 円 

会場： 各ハウス 

 

※ お問い合わせは、03-5906-5340 または、info@chc.or.ｊｐ まで 

 

NPO コレクティブハウジング社(CHC)では、事業主を募集しています。 

コレクティブハウスは、大家さんの余分な手間やコストを削減し、空室を減

らします。 

CHC が、居住者の暮らしと大家さんの物件管理の両方の運営支援を行います

ので、安心して賃貸物件としての事業を継続できます。コレクティブハウス

の賃貸事業に興味ある事業主さん、ご連絡お待ちしております！ 

たくさんの居住希望者が、住みたいまちのエリアを中心に、事業主さん探し

の活動を続けています。 

お知らせ  

● Facebook 

CHC の facebook ページ「コレクティブハウジングで行こう！」を 

ホームページのトップページからご覧頂けるようになりました。 

ぜひ「いいね！」ボタンへのクリックをお願い致します。 

http://www.chc.or.jp/ 

● 目白オフィス オープンデイ 

目白オフィスを会員のみなさんにお気軽にお越しいただけるよう、毎週木曜日午後を

オフィス オープンデイとしています。事務局メンバーがおりますので、お話をしなが

ら、関連書籍や資料などもご覧いただけます。お近くにお越しの際にはぜひお立ち寄り

ください。 

※ 都合によりメンバーが不在の場合もありますので、お越しの際には、事前に事務

局までご一報ください。 

TEL: 03-5906-5340 / MAIL: info@chc.or.jp 

人材募集！ あなたのやる気、専門知識を活かしませんか？ 

 NPO コレクティブハウジング社では、活動に協力してくれる人材を募集しています。 info@chc.or.jp まで 
定期購読 1,000 円 （年間/送料別） 

CHC 

「暮らす会」に参加して居住者

や居住希望者とともに、暮らし

について情報交換しませんか？ 

 
事業主募集中！ ※ お問い合わせは、03-5906-5340 または、info@chc.or.jp まで 

※ お問い合わせは、03-5906-5340 または、info@chc.or.jp まで 

コレクティブハウスとは？ 
 

NPO コレクティブハウジング社

(CHC)が、企画・推進する 

「多世代でつながる・ 

地域とつながる」 

新しい仕組みの賃貸住宅です。 

各ハウス 居住者のブログ 
 
実際の暮らしの様子は、コチラ 
 
スガモフラット 

http://blog.goo.ne.jp/sugamos2014/ 
 
コレクティブハウス聖蹟 

http://chcseiseki.blog60.fc2.com/ 
 
コレクティブハウス大泉学園 

http://blog.livedoor.jp/ch4_oizumi/ 
 

居住希望者の活動の様子 
 
http://common-meal.blogspot.jp/ 
 

目白 CHC オフィスへのアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒171-0031 

東京都豊島区目白 3-4-5 アビタメジロ 302 

03-5906-5340 

（税込） 

各ハウスの空き住居は、お問い合わせください。 
 

連載コラム 

Ｏ橋さんの育児日誌 in コレク

ティブハウスです。ゆる育児実

践の様子をお楽しみください。

お申込は、２ページ目をご覧ください。 

居住者・居住希望者交流「暮らす会」メンバー募集中！ 

暮らす会メンバー募集 

mailto:info@chc.or.ｊｐ
http://www.chc.or.jp/
mailto:info@chc.or.jp
mailto:info@chc.or.jp
mailto:info@chc.or.jp
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連載コラム  － 育児日誌 in コレクティブハウス 

－ 

その 8 後半 

すると娘が、「撮った写真を見たい」と携帯を要求します。 

「今は、みんなで歌を歌う時でしょ」と言っても、ギャーツとわめくので、

つい携帯を娘に渡してしまいました。こうなると、もうどうすることもできま

せん。「みんなと一緒に歌おう」と言っても、携帯をいじることに夢中になっ

ているし、携帯を無理やり取り上げようとすると、ウギャーと泣いて嫌がりま

す。 

 まったくどうしたものかと、ふと周りを見ると、みんな親子で保育士さんに

合わせて歌を歌っています。 

うちの子だけが、歌を歌わないどころか、保育士さんの方すら見もせず、携帯

で遊んでいます。中高生くらいなら、いかにもありそうな話ですが、保育園児

がお遊戯の時間に保育士さんすら見ずに携帯をいじっているなんて…。何とか

やめさせようと、叱りつけたものだから、なおのことふて腐れて、お遊戯に参

加せず携帯をいじる我が子。 

 

（前半のつづき） 

話は、夏の夕べ(娘の通っている保育園のイベント)に

戻って、子どもたちと模擬店を楽しんだ後、大きな部屋

に集まって、保育士さんと一緒にみんなで歌を歌うこと

になりました。 

その様子を写真に撮ろうと思い、携帯電話を出して、

一枚撮りました。 

その中で大切にしているのは、何か持ち回りで作業を

行う時、世帯単位ではなく、個人単位で担うこと。先ほ

どのコモンミールの当番も、夫婦それぞれ別に当番を担

います。月一回開催される定例の話し合いにおいても、

参加は夫婦それぞれ個人として参加し、ちゃんと意見が

言えるように、子どもには、ベビーシッターがつきま

す。男女については、このように徹底して、等しく参加

する仕組みをつくりつつ、逆に個人の状況は、個々に相

談して、生活に無理のないよう、お互いに配慮していま

す。 

日本では、何か物や作業を人数で等分にすることを

「平等」と表現することが多い気がしますが、そうでは

なくて、個々の状況は一人一人みんな違うけど、それで

もみんながそのことに参加できるようにすることこそ

が、「平等」だと思います。それを話し合いによって実

現させる試みが、コレクティブハウスの暮らしです。 

この国になかなか実現できていない、民主的な社会の

実践者に、子どもたちもなっていって欲しいなと願って

います。で 

コレクティブハウス居住者、Ｏ橋さん（40 代

男性）のコレクティブハウスでの子育てと暮

らしの様子をお伝えするコラムです。Ｏ橋さ

んの奮闘する育児の様子を楽しみながら、見

守って頂けますと幸いです。 

申込先 

e-mail：event@chc.or.jp ※件名に【11/23 蒲田申込】【11/27 杉並申込】とご記入ください。

℡：03－5906-5340 
 

ワークショップ ＠杉並 
テーマ：「親の立場で望む理想の暮らし、 

    子の立場で備える実家のたたみ方」 

“すぎなみチャリティー・フェスタ 2016” 

のイベントです。 

日 程：１１月２７日（日）１０：００～１２：００ 

場 所：阿佐谷地域区民センター３F第二集会室 

    ℡．０３－３３１４－７２１１ 

    杉並区阿佐谷南１－４７－１７（JR 阿佐ヶ谷

駅徒歩２分） 

参加費：１，０００円 

定 員：２０名 

 

 

 

 

 

今ある不安はどんなことですか？ 三世代同居今さ

らできる？ 一人暮らしが不安になったら施設に行

くしかないの？それとも子世帯の家に引っ越す？ 

できるだけ長く今のまま住み続けたいけれど、万が

一のときは自宅どうしよう？ 自分がしてきた苦労

は子にはかけたくない。 
 

時期も、事情も、一人ひとり違うものだけれ

ど、いくつからでもポジティブにこれからの人

生を選べるような未来にするために、参加者同

士で話し合い知恵を共有しませんか？ 
 

これこれ調査隊が行く～居住者インタビュー 第３回 

１．コモンミールについて 

コレクティブハウスといえばコモンミール。もともと共働きの家庭が、家事を効率化しようとしたことから始まったのが

コレクティブハウスでもありました。食事をともに作ってともにいただくコモンミールは、代表的な家事の一つです。 

 ミールにはどんなエピソードがあるのでしょうか？ 

（１）印象に残っているミールは？ 

●トルコ料理。納豆のアイスがおいしかった。スープは予想した味でなかったからびっくり。 

●毎回シンガポールチキンライスしか作らない人がいる。いつも美味しい。 

●毎月、本格的なインドカレーの人がいた。 ●ジャマイカ料理は作って楽しかった。 

●ご近所の日系ブラジル人の方が来て、ブラジル料理を作ってくれた。パイナップル丸焼きのデザートが美味だった。 

（２）ミール当番のコツ、ミールの面白さは？ 

●切る作業が少ないメニューにする。 ●メインのメニューを前日に決める。 

●当番の前日に仕込んで、当日はサブの人が盛り付けるだけにする。 

●フードプロセッサーだと玉ねぎ炒めが水っぽい。 ●コロッケは失敗率高い。爆発する。男性で成功した人はいない。 

●和→洋→中のローテーションメニューにする。 

２．男女のことについて  

最近、世間ではイクメンという言葉があるように、特に若い夫婦の間では男女の役割は変わりつつありますが、

昭和の夫婦といえば、日曜大工は男性の役割、育児や料理は女性の役割と言われてきました。このように男女

で何気なく役割分担している家庭も多いと思います。さて、コレクティブハウスの暮らしでの男女の役割ってあるの

でしょうか。コレクティブハウスに引っ越すと、今までと役割や考えが変わるのでしょうか？ 

●やっぱり力仕事は男性に頼む。 

●単身で暮らしていれば、なんでも全部自分でやれる。 

●知らない人には頼めないけど、コレクティブでは手があるから頼めてしまう。 

●植物の手入れ、草むしりは男性がやる傾向かな。 

●コレクティブの男性は、子どもに慣れている。 

●コレクティブって、「ひとつ手前の社会」。性別によってできないことはない。性別は関係ないのでは？ 

●性別での差は特に感じない、子育てでも。 

●料理は男性のほうがレシピどおり、正確性を求める人が多い。 

●料理をつくるのが好きかどうかは個人差で、性差ではない。           （つづく） 

 「子育てに失敗した…」と、初めて思わされる瞬間でした。その日は、とても残念な気持ちで家に帰り

ました。 

考えてみれば、親である自分自身が、メールが来たと言っては、しょっちゅう携帯をいじっていて、事

あるごとに携帯で写真を撮っていたわけです。さらに、子どもの機嫌が悪くなれば、安易に携帯を使って

ごまかしていました。それは、楽だからという他、何の説明もできません。すべては、親である私が悪い

のです。間違っていました。 

―――ごめんなさい。ダメな子にしてしまったのは、私のせいでした。 

というわけで、私自身が一から親として出直す決心をしたのでした。（その 8 おわり） 

 

 


